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は課長が多い｡これから､企業において
女性は部長に昇進するのが大変であると
伺えます｡大学は自由で､基本的に性別
による差はないイメージがあります｡し
かし､実際は､30代までは男女の間で役
職に変わりは無いが､40代からは女性は
不利になっている様子が見えます｡40代
前半の女性は助手が多いのに対し､男性
は助教授が主流です｡ 女性は助教授にな
りにくい｡女性にとって､最初のテンポ
ラリー ジョブからなかなか上に上がれな
い｡データからは､女性は助教授になり
難いという問題が大きく見えて来ました｡
しかし､教授くらいの年齢になると､女
性も男性と同じように教授になっている｡
50代になると実力だけでいくことがで
きているように見えます｡公立研では､
ほとんど男女の間で役職の差は見えませ
ん｡次に､少子化の問題も絡めて､男女
の問で平均して何人くらいの子供を持っ
ているかその違いを調べました｡子供の
数は､企業は40代前半では男女でほとん
ど子供の数は変わりません｡40後半で女
性が持つ子供の数は男性に比べて少なく
なっており､女性にとって子供を持ちに
くい状況になっています｡大学ではさら
に早く30代後半から差が出ており､女の
人は子供を持ちにくいといえるデータと
なっています｡ 公立研では､最初から女
性は男性に比べて子供を持ちにくいとい
うデータが出ています｡子供を持ちなが
ら働くのは､企業が一番｡このことは､
どのくらいの世代が育児休職をとりやす
いのかという問題に関係するのだと思い
ます｡企業では44歳以上の人は育児休職
を取っていない状況になっていることが
見受けられます｡ 大学は自由なのだけれ
ども､育児休職を取りづらく､結果的に
子供を持ちづらい状況になっています｡
規則がないために､自由なのですが､規
則がないためにできないことが現実にあ
ることを､これは示しています｡育児休
職の問題は､研究室の先生の裁量が非常
に大きいことに問題があると思います｡
業績を上げなければいけないのにそれに
なかなか集中できないお腹の大きな女性
を助教授として採用することは勇気のい
ることになっています｡ 企業では､規則
があるために､そのような女性でも採用
することができます｡規則があるために､
そのことによってできる自由があること
を知っておいてほしい｡
最後にセクハラの問題があります｡
大学では､ある頻度でセクハラの問題が
起きています｡やはり､研究室の裁量で
全てができているのが問題ではないかと
思います｡皆さんがぜひそのような古い
問題を解決して行って欲しいと思ってい
ます｡
夏の学校準備局
[大学院-進学する学生の
モチベーション]
今､大学院に行くのが当たり前とい
う雰囲気があります｡研究所に就職する
には修士は必要と考えて大学院に進学す
る学生もいると思います｡システムとし
て学生に"大学院にいくべきがどうか?"
をきちんと考えさせるものを作るのは重
要だと思いますがどう思いますか?
▼
福山 [研究室選びについて]
大学院の研究室を選ぶことは､自分
の将来の方向性を決める大変重要な決断
です｡いろいろな情報を必死に集めて判断
する必要があります｡ホームページだけで
分かることではなく､実際にその研究室を
訪問してみないと分からないものです｡そ
ういうことを積極的に自発的に進めるこ
とが大切だと思います｡後で後悔しないた
めにも｡
▼
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北原
私は最近の学生はかなり研究室を
選ぶにあたって非常によく研究している
と思います｡修士から博士に上がるとき
も､もう一度研究室について考えても良
いのではないかと思います｡
▼
小川 [学生の研究室選び]
ホームページ､インターネットのお
かげで､情報にアクセスしやすい状況で
す｡学生は研究室を非常によく見ていま
す｡地方の大学の人が熱心でして､研究
室見学とかがたくさん来ています｡むし
ろ無気力なのは､大きい大学､特にその
まま大学院に上がってしまうところの人
に見受けられます｡むしろちょっと小さ
い地方の大学の人はものすごく熱心です｡
▼
渡辺 [学歴ではなく研究業績で判断]
採用側からお話すると､物理の修士
を出るくらいで就職がどうにかなると考
えるのは大間違い｡修士を出ているから
研究職にしようという企業はいません｡
本人の研究業績で判断し､学歴では判断
しません.本当にその人が何をしてきた
のか､そして何をしようとしているのか
をじっくり見させていただきます｡中に
は研究者として本当に優秀な人がいて､
そういう人を企業も研究者として採用で
きるようになっています｡ 中身で競う状
況になっています｡ 研究という職に就き
たいなら､修士を出る時点である程度の
成果なり実力をそれなりにもっていない
と企業は採用しません｡学歴よりは中身
です｡
▼
坂東
[現在は非常に行動できる状況である]
大事なのは､むしろ研究室を超えて､
研究を始めて､"あ､あれをやりたい､あ
の人のところへ行きたい"と思ったら､
行けるシステムが出来ているということ
です｡自分がやりたいことができるとこ
ろにいけるようなシステムを作ったのが
今の大学院の奨学金制度やと思いますね｡
武者修行ができる｡昔は講座制に縛られ
てなかなかできなかった｡もっと利用で
きる時代になっています｡
夏の学校準備局 [博士号の価値]
科学技術白書2∞1年度版によると､
博士号を所得した人の 40パーセントの
人が就職できていない状況です｡博士号
の価値はいったい何にあるのでしょう
か?個人の問題に還元すると､本人の努力
次第ということになります｡しかし､そ
れは非常にアンフェアだと思います｡ 実
際の社会現象として､博士号の人が 40
パーセントも就職できていない状況は､
非常に大きな問題で､これは大学側がト
ップダウンで何かしらできるものではな
いかと私達は考えています｡ 個人の問題
に還元すれば､就職も出来ない人は努力
が足りないと批判されることになります
が､40パーセントにも達すると､それは
個人の問題ではなく社会現象として大学
などが何かしら対策を施すべき問題だと
考えます｡
▼
渡辺
[博士だから就職し難いことはない]
博士だから､就職しにくいというこ
とはないはずです｡基準は修士と比べて
3年間だけ多く研究して3年間分だけの
ものがあるかどうかということです｡3
年やって3年やったことに対するあるい
はそれ以上の実績があればと企業は採用
します｡ただし最近の企業は即戦力が欲
しいのです｡大学できちんと研究してき
て､企業ですぐ研究できる人が欲しい｡
研究者としての質を見て､今本当に研究
できて､それを使える人が欲しいのです｡
博士だから修士だからという学歴ではあ
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りません｡潜在的能力で選ぶのはひと時
代昔のことです｡
▼
小川
[博士号の価値は個人の問題である]
どのように Ph.Dを出すか出さない
かを制度の問題だけに還元できるわけで
はないです｡所詮は本人､研究とか教育
とかは人間個人の問題です｡制度はサポ
ートするようにできてあるべきであって､
いくら制度がよくたって駄目な人はとれ
ないし､良い人はとれます｡それにいく
らアンビギュイティがあったとしても､
制度の方だけの問題だとするトレンドが
ありますが.それはマズイです｡とにか
くいろんなことに不満を持ったリ､心配
になったりするのは当たり前のことです
が､まずは自分ががんばって､不満を言
う前にまず死ぬほどやりなさい｡死ぬほ
どやった後に言うのが筋だと思うのです｡
最近の人は何もしないで文句ぽっかり言
います｡何もしないで文句を言う人の話
は聞けません｡
▼
北原 [アメリカでのドクター審査]
ドクターの資格を､博士論文の内容のみ
で審査するのか､あるいはそれ以外のこ
とも考慮すべきか､は大きな課題だと思
います｡アメリカのPh.Dのありかたは参
考になります｡アメリカでは､ドクター
論文の研究に入る前にまず広い学問的知
識について審査があります｡ドクター論
文の審査においても､いろいろな知識に
関しての問いかけが行われます｡Ph.Dと
はなにかというと､学者として一つを極
めることも大事ですが､学術的なコミュ
ニケーションできるかどうか､その基本
となるところとその周辺も含めて議論が
できるか､そのようなところまで審査し
た上でPh.Dが授与されるのです
▼
福山
[博士号を取る過程での人間的成長]
学位を取るということは､そのテ-
マについて一家言をもつ立場に立つとい
うことです｡一つのことに精進すると､他
のいろいろなことに関しても､判断 ･決
断する能力が身についてきます｡それは､
人間として総合的能力が身につくことで
すから､そういう人を企業も採用したい
と思うのではないでしょうか｡就職する
対象を広く考えた場合､研究職でなくて
も学位を取ったことが生かせる分野はい
くらでもあります｡だた､今問題なのは､
学位を取っても人間的知識をもたない人
が多いということです｡このことについ
ては､大学院の教育に問題がある場合も
ありますし､企業の方でも採用の視点が
広いかどうかの疑問もあります｡
参加者からの質疑応答
参加者
坂東先生はブルーバックスの本の
中で､学位を取っておけと書いておられ
ます｡また､女性の研究者のことについ
ても書いておられます｡それらのことに
ついて私に何かアドバイスを頂けないで
しょうか｡
▼
坂東 [学位を取れの意味]
学位を取れということは一つのこ
とをやりとげろということだと思うので
すが｡これは面白い､論文にしようと思
っても､これは単に仕事が完成するまで
を考えるとほんの初期段階に過ぎません｡
あ､もちろん､断っておきますが､すご
い天才で1人でもすごいことができる人
もあります｡1発のアイデアだけで十分
という場合がないとはいいませんが｡普
-400-
｢第47回 物性若手夏の学校 パネルディスカッション｣
通は､実はそれからが大変なんですね｡
まず､これは誰もやっていないか､本当
に新しいことが入っているのかどうか､
確認し評価しなければいけない｡それと､
論文を仕上げた後でも､レフリー とのや
りとりがある｡-つの論文を仕上げては
じめて､一人前でしょう｡ アイデアを出
し､計算実験をし､それで終わって､総
仕上げとも言うべき論文を出さないまま
でいると､研究者としては伸びません｡
まとめるということは､いろんな能力を
全面的に使わないとできないのです｡そ
ういう意味でドクター論文を書かずに他
分野に移るというスタイルでは研究者と
してはちょっと足りないように思います｡
院生でよくテーマを変える人がいますが､
一つのことを一度徹底してやってから､
次のことを考えてほしい.一つのことを
やりとげたことは､一生､生きてくる｡
分野を変えたくても､一つのところでや
りとげましょう｡それをやってからです｡
しかし､それで満足しては研究者として
全然だめですが｡
学術政策の矛盾はいつもあり､せっ
かくドクターをとって能力もあるにもか
かわらずポストに就けない人が多いので
心が痛みます｡就職できるかどうか何の
役に立つのかわからなくても､知的好奇
心があればそれを突き詰める環境がほし
いですね｡それでもあえていいたいのは､
最も大事なのは仲間だということです｡
今の大学の体質は非常に自分の分野を守
ろうとする意識力q重いというのは事実で
す｡物性の分野はとりわけ分野が多いで
すが､一つ一つの分野を本当に点検して
いるのか非常に気になっています｡学問
の発展に従って､分野自身はどんどん変
わっていくはずです｡きちんとした評価
をしながら､若い方々がどんどん意見を
言わないといけないと思います｡年取る
とどうしても自分の分野を守る傾向が出
てきます｡若い人達が次の学問をになっ
ているのですから､どんどん変革してい
かないといけないと思います｡
参加者
[博士課程は
勝たなければいけないか?]
坂東先生の要旨には､ヒットとホー
ムランと書かれていますが､博士課程は
勝たなければいけない場面とお考えです
か?
▼
坂東 [練習のつもりで論文を書く]
女性にとっては､結婚 ･出産と博士
課程の時期に重なり､どう乗り越えるか
ものすごい課題であり､非常にしんどい
時期です｡しかし､博士課程の時期に一
つのことを仕上げるというのは非常に大
事なことです｡ヒットとホームランと書
きましたが､ホームランばかり狙ってホ
ームランを打てるか?ということです｡
論文を書き続けないと今はいけません｡
練習のつもりで論文を仕上げていく､一
つの論文を仕上げたとき､次の課題が見
つかっていない論文はちょっとだめです
ね｡課題を見つける練習として欲しい｡
▼
小川
[月一本論文を書くことを目標に]
とにかくヒットを打とうという意
欲と努力心や気持ちを持っていないと駄
目です｡自分の研究室では月一本論文を
書くことを目標にしています｡最初から
無理だと諦めたら無理です｡ヒットが出
ればひょっとしてホームランも出るかも
しれない｡
参加者
[ボスドクの生活が
不安定であることについて]
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ボス ドクの問題についてどう考え
ていますか?男性にとってもドクターを
とった後は厳しいです｡構造を変えてい
かないと優秀な人材は散っていくと思わ
れます｡ボスドクはいわばフリー ターの
ようなものです｡ボスドクを出たあとの
ポストカ領亮争に適した数があるかどうか
非常に問題だと思います｡
▼
福山 [世の中をドライブする]
ボスドクの間はパーマネントではなく
任期が決まっているので大変かもしれま
せんが､アメリカでは学位を取ってパーマ
ネントな職につけるなんて､昔も今もあり
得ません｡ボスドクでいわば武者修行をす
るというのが一般的です｡博士論文を書く
ことは非常に重要な区切りとなりますが､
学位を取るというのは､言ってみればドラ
イバーライセンスを取るのと同じです｡一
物理学者として､世の中をドライブする､
あちこち動き回るためのライセンスを取
ったということです｡そのライセンスをい
かに活用するかは個人次第です｡やはりそ
ういう期間が数年あるのは仕方ないと思
いますし､逆にそれがなければ5割生化しな
くなるのではないでしょうか｡しばらくは
武者修行をする時期があり､その後しかる
べきパーマネントのところに行くという
のは､決して悪いことではないと個人的に
は思います｡アカデミアの中ではポストは
非常に少なくてバランスが取れていませ
んが､就職対象を大学以外まで考えるとど
うでしょうか?研究者として活躍できる
場は限られるかもしれませんが､社会の
様々な組織の中でも､学位を取ったことが
役立てる分野はたくさんあります｡
▼
渡辺 [実力を身につけること]
企業ではボス ドゥは中途採用とい
う形で採用します｡年齢相応やキャリア
に相応しい実力があると思えば採用しま
す｡確かに実際採用する数は少ないです｡
ボスドゥ一万人計画というのがあります
が､ボスドクを作るにはいいが､その先
をどうするかという計画がない｡やはり
その先が不足になっている｡ ボスドクを
やって大変になるということは､統計的
数字として事実なのです｡やはり､それ
以上にその年齢､そのことをやったとい
うのにふさわしい実力をつけていただく
しかないというのが今の状況です｡そう
いう人には道が開けていくが､そうでな
い人には開けにくいです｡
▼
坂東 [他の分野にも目を向けて]
インプットとアウ トプットを調べ
たらあまりにひどいと思う｡ボスドクを
作って､その後を考えていないのは非難
してよいと思う｡ 大学側の人間も声を上
げるべきだと思う｡ アカデミアの中にも
問題があります｡素粒子の人が交通流を
やって､他のところにアプライすると､
工学部とか教育学部とかには行けない｡
最初から業績は無視して､教育学部の人
は教育学部の人しかとらない風潮があり
ます｡自分の分野を守るために必死です
から｡新しいことを本当にやろうとする
と､例え世界のトップクラス､交通流の
仕事はそう言われているそうですが､の
仕事をしたのであってもその仕事を携え
て工学部に行くことはできない｡それは､
今の日本の科学が､あまりに狭い枠に閉
ざされ､自分の分野を守るのに必死だか
らです｡そういう中で､生物分野に進ん
だ人がいます｡生物の上の人の中には"や
っぱり物理の人に助けてもらわないと学
問が進まない｡物理の基礎がしっかりし
た人を取りたい"と話している人がいま
す｡日本のブレー クスノレー を作るために､
物理は他の分野に行っていいと思う｡経
済や､文系の分野に進出しても良いと思
う｡ 物理はそういう力がある｡よって､
いろんな分野に挑戦して､ちょっとずつ
でいいから切り開いていくことが大事で
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す｡そうでないと､この大学という閉鎖
的なシステムは変わらないです｡
▼
小川 [プロセスを楽しむこと]
大学院で教育したり､されたりして
いく中で価値観が狭くなっています｡ 日
本の大学の価値観では､"アカデミアにつ
かないと就職したことにならない､大学
に残るしか道がないのだ'と思う傾向が
あります｡そして､そういう風に思う社
会になっているのがまずいです｡ それは
本人の問題でもあるし､社会の問題でも
あるけれども､学位をとって大学に残ら
なくてもいいのです｡やること､自分の
頭を動かすこと､手を動かすこと､体を
動かすこと自体が幸せだと思わないと､
人生何をしても面白くないです｡何か山
頂に到着すること自体が幸せなのではな
くて､登るプロセスが本当に楽しいのだ
という意識 ･価値観を勉強に限りません
が持っていた方が良いのだと思います｡
第47回物性若手夏の学校準備局スタッフ
倉本由香利､柳和宏､浅川直輝､大原尚史､茂田裕行､森野正行､国井勝､島政英､
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